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教 育 委 員 会 定 例 会 

 

日時：平成 26年２月 20日（木）午後１時 30 分～ 

場所：教育センター ２階 204 会議室 

 

出席者：教育委員  早藤義則、石井紘一、山本明峰、小松泰子、篠原通夫 

 

事務局及び説明者   岩本事務局長、山浦課長、柏木課長、大竹副課長、小野副課長、 

長田指導主事 

 

会議録署名委員：  早藤義則、山本明峰 

 

    ≪傍聴人１人 入室≫ 

 

委員長 皆さん、おはようございます。ただいまより２月の教育委員会定例会を開催いたします。

週末には２週に渡って大雪が降り、湯河原も陸の孤島になるのではないかと思っていました

けれども、取り敢えず湯河原はこの地域で１番雪が少なかったのではないかと思います。私

も、大雪の直後に東京方面に２回程行きましたけれども、大磯、二宮辺りから東京側はすご

い雪で、幹線道路は何とか通行できるのですが、一歩脇の道路に入ると全然通れないという

ような所がいくつもありました。まだ、運送屋や宅配業者等は東京、埼玉、山梨方面など予

定した日に到着しないと言われていて、今まで私も経験したことが無いような雪でした。湯

河原町では休校になる学校はありませんでしたが、箱根町では休校になった学校があったと

いうことで、非常に近い所でもそういう雪の被害がありました。皆さんも是非、体に気を付

けて子ども達のために、また地域の教育のために指導をお願いいたします。それでは、始め

に議事録署名人の指名をいたします。本日の議事録署名人はわたくし早藤と山本委員、お願

いいたします。それでは続きまして、議事録の承認に入ります。 

 

  議事録の承認 

委員長 それでは、平成 26 年１月の教育委員会臨時会議事録と１月の教育委員会定例会議事録の

承認について、事務局から説明をお願いいたします。 

小野副課長 それでは説明いたします。１月の教育委員会臨時会及び１月定例会の議事録につき

ましては、事前にメールで皆様へお送りし、ご確認をいただいております。今回は臨時会議

事録につきましては１箇所、定例会議事録につきましては７箇所の文言等の訂正がございま

した。それでは、議事録の承認につきまして、ご審議の程よろしくお願いいたします。 

委員長 ただいま事務局から説明がありましたが、質問、ご意見等ありますでしょうか。 

委 員 質問等なし 

委員長 質問等ないようですので、承認でよろしいでしょうか。 

委 員 全員異議なし 
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委員長 異議がないようですので、議事録につきましては承認されました。 

委員長 それでは、案件に入ります。本日の案件は報告事項、協議事項、議決事項そしてその他

となっております。案件の審議に入ります前に皆さんにお諮りしたいことがございます。協

議事項の３番「湯河原中学校グラウンド（教育センター前）の活用について」と議決事項の

２番「３月補正予算について」、３番「平成 26年度当初予算について」そしてその他の「児

童・生徒の事故報告及び生徒指導等について」に関しましては、今後議会の審議にかかる案

件や個人情報あるいは人権の問題に関する事項ですので、秘密会としたいのですがよろしい

でしょうか。 

委 員 全員賛成 

委員長 ありがとうございます。それでは、今の４件の案件につきましては秘密会とさせていた

だきます。また、審議の順番についてですが、議決事項の１番「平成 26 年度湯河原町教育

委員会基本方針について」を協議事項の３番「湯河原中学校グラウンド（教育センター前）

の活用について」の前に審議するよう変更したいと思いますが、いかがでしょうか。 

委 員 全員賛成 

委員長 ありがとうございます。それでは、本日の案件につきましては、報告事項、協議事項の

１番、２番を審議し、その後、議決事項の１番を審議しまして、それ以降は秘密会とさせて

いただいて、協議事項の３番、議決事項の２番、３番、その他という順番で審議をしていく

ことにいたします。それでは、早速、案件に入ります。 

 

（１） 報告事項 

① 平成 26 年度学童保育の応募状況について 

委員長 それでは、平成 26 年度学童保育の応募状況について報告をお願いします。 

柏木課長 それでは、資料１に基づいて説明をいたします。 

    （資料に基づき、各学童保育所の応募状況について説明） 

・ ２月５日（水）に入所審査会を開催 

・ 入所児童数は、湯河原小学校学童保育所（61 名）、吉浜小学校学童保育所（37 名）、

東台福浦小学校学童保育所（10 名） 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、皆さんの方から、質問、ご意見等あります

でしょうか。 

山本委員 待機児童の上位の点数の方から、順次入るようにするということですが、この点数に

ついては、しっかりとした計算式のようなものはありますか。 

柏木課長 基準につきましては、主には就労の状況により点数が決まっております。また病人等

の看護の方の有無ですとか、一人親の場合等には加算されるというような基準で点数を決め

ています。 

山本委員 それは、例えば、保育園や幼稚園等も同じような基準でしょうか。 

柏木課長 学童保育所の基準は、保育園の基準を基にして作らせていただいております。 

委員長 他には、何か質問、ご意見等ありますか。 

小松委員 湯河原小学校では、今回は８名が待機となっていますが、そのお子さん達は１人で留

守番をしなければならないような、そういう状況になるのですか。 

柏木課長 基本的には祖父母の方がいらっしゃるとか、お母さんの就労が比較的短くて午後直ぐ
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に帰宅されるような状況の方について待機となっています。また、働いていても自宅で自営

をしているとか、そういう方についても資格としては基準を満たしてはいましたが、定員の

関係でお待ちいただくというような状況になりました。 

委員長 他には、いかがでしょうか。 

委 員 特になし 

委員長 ひとつ私の方から、再確認になりますけれども、湯河原小学校の８名の待機というのは、

全員有資格なんですね。 

柏木課長 はい。 

委員長 それで、吉浜小学校の３名は有資格ではないということですね。 

柏木課長 そうです。 

委員長 東台福浦小学校の 10名は、全員有資格ですか。 

柏木課長 そうです。 

委員長 わかりました。他には、何か質問、ご意見等ありますか。 

委 員 質問等なし 

委員長 特に質問等がないようなので、次の案件に移ります。 

 

② 2014 湯河原温泉オレンジマラソンの参加申込者数について 

委員長 それでは、2014 湯河原温泉オレンジマラソンの参加申込者数について報告をお願いしま

す。 

大竹副課長 それでは、資料２に基づいて説明をいたします。 

    （資料に基づき、申込者数を説明） 

・ ３km、５km、10km コース毎の窓口、郵便振込等による申込者数、インターネットに

よる申込者数及び合計申込者数について報告 

・ 全体申込者数は 3,341 件で、前回とほぼ同数の申込みがあった。 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、皆さんの方から、質問、ご意見等あります

でしょうか。 

石井委員 申込みをされた方は、全員参加できるのですね。 

大竹副課長 はい。 

委員長 他には、質問、ご意見等ありますでしょうか。 

委 員 質問等なし 

委員長 特に質問等がないようなので、次の案件に移ります。 

 

③ 平成 26 年度福浦幼稚園の入園状況について 

委員長 それでは、平成 26 年度福浦幼稚園の入園状況について報告をお願いします。 

山浦課長 それでは、資料３に基づいて説明をいたします。 

    （資料に基づき、入園状況を説明） 

・ 黄組は11人、青組は17人で全体では28人となり、昨年度に比べ７人の減となった。 

・ 今後、人数の減少傾向が見られた場合、幼稚園の存続について検討していかなけれ

ばならない状況が予想される。 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、皆さんの方から、質問、ご意見等あります
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でしょうか。 

山本委員 いつかの時点で、人数が少なくなれば閉園も考えなければいけないというお話ですけ

れども、アンケートと言いますか、何故保育園を選ぶのか、或いは幼稚園を選んだのかとい

う保護者の意向というのは分っているのでしょうか。 

山浦課長 特にアンケート等は取っていませんが、逆に幼稚園で３年保育を希望される方もいた

りしますが、３年保育は施設的にも無理と思います。後、幼保一体の子ども園のようなもの

ができると、そちらに統合するようなことも考えられます。 

山本委員 私も、自分の経験でもあるのですが、もう少しきちんと幼児教育を受けさせたいんだ

けれども、いろいろな条件で保育園にしか行かせられないとか、或いはもう少し長い時間、

預けたいんだけれども、いろいろな就労関係で幼稚園にしか入れられないとか、わりと保護

者の要望が制度にマッチしていないといいますか、ですからそういう所から子ども園の話も

出てきたという面もあるのでしょうけれども、その辺の保護者の要望について、需要と供給

がマッチしているかどうかということを、どこかでアンケートなどで把握する必要があると

思います。 

山浦課長 私立幼稚園と公立幼稚園では入園する時の条件も違いますし、送り迎え等の地理的な

問題等さまざまな問題がありますが、今山本委員が仰るように、時期を見て保護者の要望等

を確認することも必要と考えます。 

委員長 今の山本委員が仰ったアンケートで保護者の意向を確認するというようなことは、当然

教育委員会だけで出来るものはないと思いますけれども、それは可能なのでしょうか。 

山浦課長 ここで可能かどうかは回答できませんが、そういう必要性は出てくると思います。 

委員長 山本委員、よろしいでしょうか。 

山本委員 はい。 

委員長 他には、何かありますでしょうか。 

小松委員 福浦幼稚園では、預り保育は行っていますか。 

山浦課長 毎日ではありませんが、行っています。 

小松委員 別途に料金は掛かるのですね。 

山浦課長 そうです。１回当り 500 円いただきます。 

委員長 他には何か質問、ご意見等ありますか。 

委 員 特になし 

委員長 特にないようですので、次の案件に移ります。 

 

④ 湯河原町子どもフォーラムについて 

委員長 それでは、湯河原町子どもフォーラムについて報告をお願いします。 

長田指導主事 それでは、資料４に基づいて説明をいたします。 

    （資料に基づき、子どもフォーラムについて報告） 

・ 子どもフォーラム通信に基づき 2月 1日（土）の DAY4、2月 2日（日）の DAY5 につ

いて報告。 

・ DAY4 では初めに、４チームに分かれ町内の防災ロゲイニングを実施し、その後、教

育センターで対話をおこなった。 

・ DAY5 では町民体育館で、これまでの取組みについて発表し、その後、２つのテーマ
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について対話をおこなった。 

・ 2 月 3日（月）に、主に児童会、生徒会を担当する先生方とコーディネーターの山田

さん、森住さんと今年度の取組みの振り返りと来年度の方向について対話をおこな

った。 

・ 来年度は、時期的な部分でもう少し参加しやすい状況を作りたいと考えている。 

委員長 ただいま、事務局から説明がありました。委員の皆さん全員がご参加いただきまして、

その様子を直接見ていただいたり、またご意見をいただきましてありがとうございました。

何か、皆さんの方から、質問、ご意見等ありますでしょうか。 

石井委員 来年度も続けるということですけれども、テーマは変えるのですか。３年間続けて、1

番大事なのは成果がどう出たのかということですけれども。 

長田指導主事 テーマにつきましては、自分自身は変えなくて良いと思っています。「最高の楽校」

が実現できているかというと、全て実現できているとは思っていませんし、合い言葉として

もかなり定着している節がありますので、大テーマとしては掲げても良いと思っています。

ただ、それに向かうための中テーマ、小テーマに関しては子ども達とのやりとりの中で作っ

ていっても良いのではないかと考えています。成果に関しては、目に見えてというか、劇的

な変化というか、そういうものはなかなか無いと思いますが、２年間私が携わらせていただ

いて、やはり裾野が広がってきたというように感じています。リピーターのお子さんも増え

ましたし、今回は地域の方も今までに比べると多く参加していただきましたので、そこから

また口コミで友人やお知り合いが増えていくことが良いことだと思いますし、それが結果と

して成果に繋がるのではないかと捉えています。 

委員長 いかがでしょうか。 

石井委員 ３年経ちましたので、マンネリにならないように実施して下さい。それと子ども達が

もっと参加するようお願いします。 

委員長 他に、質問、ご意見等ありますでしょうか。 

委 員 質問等なし 

委員長 特にないようですので報告事項を終了し、協議事項に移ります。 

 

（２） 協議事項 

  ① 湯河原中学校の事故について（継続協議） 

委員長 継続協議となっております湯河原中学校の事故について説明をお願いします。 

山浦課長 ２月 16 日（日）に第 10回いじめに関する調査委員会を予定どおり終了することがで

きました。10回目に答申書、結果報告書が纏まることを目指していましたが、委員の皆さん

の意見が活発で最終的には基本的な事項を確認し、現在、各委員で連絡を取り合い報告書の

纏めをしています。先日、皆さんにお知らせしましたが、できましたら３月２日に臨時の教

育委員会を開催させていただき、調査委員会の委員長から答申書をいただくことで調整をし

ています。現段階で、はっきりとした時間を申し上げることができず申し訳ありませんが、

時間等につきましては出来るだけ早くお知らせしたいと思っております。その結果を踏まえ

て３月の総務文教福祉常任委員会に調査結果について報告することで町部局とも調整してお

ります。 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、皆さんの方から、質問、ご意見等あります



 6

でしょうか。 

委 員 質問等なし 

委員長 特に質問等がないようなので、次の案件に移ります。 

 

  ② 小・中学校等の卒業式及び入学式の出席者について（継続協議） 

委員長 継続協議となっております小・中学校等の卒業式及び入学式の出席者について説明をお

願いします。 

小野副課長 それでは、前回の定例会から継続協議となっております小・中学校等の卒業式及び

入学式の出席者について説明します。 

    （資料に基づき説明） 

・ 各学校及び幼稚園の卒業式、入学式の出席者について協議をお願いする。 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたが、平成 25 年度の卒業式及び平成 26 年度の入

学式の出席者について決めたいと思います。 

   （協議の結果） 

    ・卒業式は、湯小：委員長・石井委員、吉小：教育長・山本委員、東台小：小松委員 

          湯中：全員、福浦幼稚園：教育長・小松委員 

    ・入学式は、湯小：小松委員、吉小：委員長、東台小：教育長・石井委員、湯中：全員 

          福浦幼稚園：山本委員 

委員長 以上でよろしいでしょうか。 

委 員 全員承認 

委員長 それでは、平成 25 年度の卒業式と平成 26 年度の入学式の出席者及び祝辞をしていただ

く委員が決まりましたので、後は、事務局の出席者と集合時間等について、事務局から各委

員へメール等でお知らせをしていただくということで、よろしいでしょうか。 

委 員 全員了承 

委員長 ありがとうございます。それでは、協議事項の３番は後程審議をしますので、議決事項

に入ります。 

 

（３）議決事項 

  ① 平成 26 年度湯河原町教育委員会基本方針について（継続審議） 

委員長 それでは継続審議となっております平成 26 年度湯河原町教育委員会基本方針について

説明をお願いします。 

山浦課長 それでは、平成 26年度湯河原町教育委員会基本方針について説明いたします。 

    （資料に基づき、内容を説明） 

   ・ 今回の資料は、前回提示した資料に各委員からご指摘をいただいた箇所を修正したも

のとなっている。 

   ・ 各修正箇所について説明。 

・ ９ページの子宮頸がんワクチンの施策について、再協議をお願いする。 

委員長 ただいま、事務局から説明がありました。平成 26 年度湯河原町教育委員会基本方針につ

きましては、継続審議ということで毎月協議をし、そして皆さんのご自宅にメールで送られ

たものを厳しくチェックしていただいて、その都度、訂正箇所あるいは追加箇所等ができま
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して、ここで最終的な結論を出したいということで上程されております。特に、今事務局の

方から話がありました９ページの中学生子宮頸がんワクチンの接種についての項目、その表

現をどの様にするか、項目として残すのか、あるいは文言を変更するのか、あるいは削除す

るのか、いろいろな方法があるかと思いますが、皆さんのご意見を伺いたいと思います。い

かがでしょうか。 

石井委員 これは、国と県はどういう方針なんですか。 

山浦課長 町の保健センターでは、積極的に推奨はしていないようですが、制度としては子宮頸

がんワクチンを受けた場合の補助制度というのを設けております。中学１年生には、こうい

う制度があるから希望者は接種してくださいということはお知らせしているようですが、必

ず受けなさいというようなことではなく、あくまでもお知らせというレベルだというように

聞いております。 

石井委員 国の制度が有るものを、湯河原町だけ全く受けないという話にはならないと思います。

ですから、何らかの形で残しておかないと、全くできないということになってしまいますの

で、逆に問題が出てくると思います。 

委員長 今の石井委員のご意見は、国や県が積極的なものではないにしても実施するというもの

が有る以上、町としてもこの項目は残した方が良いのではないかというご意見だと思います

が、他の委員の方のご意見はいかがでしょうか。 

小松委員 昨年の６月から、国は積極的な推奨はしなくなりました。厚生労働省のホームページ

を見ても積極的にはお勧めしていませんということがはっきり書かれていて、それはやはり

副作用が沢山出ているということだと思います。そして他の市町村のホームページを拝見す

ると、秦野市や厚木市では子宮頸がんワクチンの箇所をクリックすると先程の厚生労働省の

文章に飛ぶようになっています。 

委員長 昨日の新聞に子宮頸がんワクチンについての見解が載っていて、それによると因果関係

が明確に認められないと、つまりこのワクチン接種をしない検体と、した検体とのいろいろ

な症状の出方についてのデータ比較をしたところ、ＷＨＯとしては有意性がないということ

でワクチン接種による直接的な被害というものは見られないという見解が新聞報道でされた

のが、確か昨日だったと思います。その中で、先程、事務局や小松委員も仰ったように、厚

生労働省の方は積極的には推奨していないということで、その理由も被害者団体からの申請

があるので、積極的には推奨しない方向になっているというような文章が載っていました。

ただ、先程、事務局からも説明がありましたように、積極的には推奨しないという言い方を

している中でも、接種した場合の補助制度はあるということが実際です。そのような状況で

湯河原町としては、基本計画の中にどの様にするかということですけれども、いかがでしょ

うか。文言を変えて載せるか、あるいはこのまま載せるか、あるいは削除するかということ

ですけれども。 

小松委員 厚生労働省が今も助成制度を続けているので、基本計画に載せるのは問題ないと思い

ますが、ただそういう副作用の被害が沢山出ているということを保護者が知った上で受ける

という部分で、それは接種する医者が説明すべきことかとも思いますが、その辺の情報を知

った上で、それでも希望するという場合は、助成制度もあるので、載せることは問題ないと

思います。 

委員長 では基本方針には、明記しておくということでよろしいでしょうか。また、文言ですけ
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れども、今回の資料に文言の案として「接種の実施」というのを「接種の支援」というよう

に少し柔らかい表現に修正したものがありますが「中学生子宮頸がんワクチンの接種の支援」

というような形で明記することでよろしいでしょうか。 

委 員 全員異議なし 

委員長 特に反対が無ければ、この件につきましては決定してよろしいでしょうか。 

委 員 全員了承 

山本委員 前回の定例会で、性教育について記載したらどうかという提案をさせていただきまし

たが、日本の学校でこういう性教育をやれば良いというような確立したものは未だ無いでし

ょうし、性教育というものを前面に出すというようなことも、まだまだ無いと思いますので、

前回提案した性教育の記載につきましては取り下げます。 

委員長 今、山本委員が仰いましたが、前回の定例会で、子宮頸がんワクチンの接種に関して性

教育の仕方という意見がありましたけれども、今回は見送るということになりました。他に

は、何かありますでしょうか。 

小松委員 ひとつ知識としてですが、ワクチンには２種類ありまして、ひとつのワクチンは有効

期間が８年、そしてもうひとつは４年というように言われていまして、もし子宮頸部にウィ

ルスが入って来たとしても９０％は自分の免疫力で自然排泄されて、感染してしまうという

のは１０％というデータがあります。 

委員長 ありがとうございます。それでは、子宮頸がんワクチンの件につきましては「中学生子

宮頸がんワクチンの接種の支援」という形でよろしいでしょうか。 

委 員 全員賛成 

委員長 それでは「中学生子宮頸がんワクチンの接種の支援」という表現に決定しました。では

先程、事務局から説明がありましたが、皆さんからご指摘いただいた何点かの件につきまし

て、事務局の方で修正を加えたものですけれども、最終結果としてこれでよろしいでしょう

か。 

委 員 全員了承 

委員長 ありがとうございます。本当に長い間、皆さんの慎重なご審議をいただきました平成 26

年度湯河原町教育委員会基本方針は決議されました。以上を持ちまして議決事項の１番を終

了し、これより秘密会に入りますが、その前に休憩を取りたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

委 員 全員賛成 

委員長 それでは、２時 35 分まで休憩とします。 

 

    ≪傍聴人１人 退室≫ 

   （休憩 午後２時 30 分から２時 35 分） 

 

委員長 それでは、ただいまより再開します。これより秘密会となります。 

 

（２） 協議事項 

  ③ 湯河原中学校グラウンド（教育センター前）の活用について（協議第 18 号） 

委員長 協議第 18号、湯河原中学校グラウンド（教育センター前）の活用について説明をお願い
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します。 

柏木課長 それでは、湯河原中学校グラウンド（教育センター前）の活用について説明いたしま

す。 

    （資料に基づき、内容を説明） 

   ・ 資料の内容について説明。 

委員長 以上で、協議第 18 号、湯河原中学校グラウンド（教育センター前）の活用について終了

し、議決事項の２番に移ります。 

 

（３）議決事項 

  ② ３月補正予算について（議案第 23号） 

委員長 議案第 23号、３月補正予算について説明をお願いします。 

山浦課長 それでは、議案第 23 号、３月補正予算について説明いたします。 

    （資料に基づき、社会教育課及び学校教育課の３月補正予算の内容について説明） 

委員長 議案第 23号、３月補正予算については承認されました。それでは、次の案件に移ります。 

 

  ③ 平成 26 年度当初予算について（議案第 24号） 

委員長 議案第 24号、平成 26年度当初予算について説明をお願いします。 

山浦課長 それでは、議案第 24 号、平成 26年度当初予算について説明いたします。 

    （資料に基づき、社会教育課及び学校教育課の平成 26年度主要事業について説明） 

委員長 議案第 24 号、平成 26年度当初予算については承認されました。以上で、議決事項を終

了しその他へ移ります。 

 

（４） その他 

  ① 児童・生徒の事故報告及び生徒指導等について 

    ・ 児童・生徒の事故報告及び生徒指導等の状況について報告 

  ② その他 

    ・ ３月４日（火）午前 10 時からの総務文教福祉常任委員会で「中学校の事故について」、

「中学校の給食について」、「小学校の修学旅行について」の案件を諮る予定であり、

委員長と委員長職務代理者の傍聴をお願いする。 

    ・ 小学校の修学旅行について、昨日、下郡小学校７校での修学旅行業者選定委員会開

催前に、箱根、真鶴の保護者の代表及び各学校長へ湯河原町は静岡方面には行かな

い、湯河原町の３校は別に行くことを伝え、７校での修学旅行業者選定委員会を４

校での修学旅行業者選定委員会に変更していただいた。 

    ・ 教職員の退職辞令交付式及び辞令交付式の日程の報告及び委員の出席について依頼 

      ○退職辞令交付式：３月 31 日（月）午前 10 時から 教育センター204 会議室 

      ○辞令交付式：４月１日（火）午前９時から 教育センター204 会議室 

 

委員長 ４月の定例会の日程につきまして、皆さんのご都合をお伺いいたします。 

    《４月定例会の日程調整の結果》 

      ３月の定例会は、３月 27日（木）午後１時 30分から、教育センターで開催 
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      ４月の定例会は、４月 17日（木）午前９時 30分から、教育センターで開催 

 

委員長 それでは、本日上程されました案件全ての審議が終了いたしました。本当に寒い中、ま

た教育長さんは体調が悪い中、ご審議いただきましてありがとうございます。まだ、寒い日

が続きまして、梅の宴も開催はしているのですが、お客さんが非常に少ないということを聞

いております。熱海の梅園の方は人がかなり入っているようですが、河津桜の方は少ないと

いうようなことを聞いております。花の季節が近づいて、そして、卒業式、入学式も迫って

おります。是非、皆さん、体調にはくれぐれも気を付けていただきますようお願い申し上げ

ます。本日はどうも遅くまでありがとうございました。 

 

   （終了時間 午後３時 43 分） 


